
 

　重要港湾 徳島小松島港の小松島港区は1899年頃から港としての整備がはじまり、1948年に開港、1951年に
重要港湾に指定されるなど長い歴史を持ち、また地域の発展に寄与してきた歴史ある港です。
　物流には欠かせない港ですが、普段生活している中ではあまり目にすることがないかもしれません。ま
た、近年ではクルーズ船による地域活性化、賑わい創出などにも貢献しています。
　高校生たちが生まれる遙か前から地元小松島にある徳島小松島港の歴史や役割を通して、徳島小松島港の
重要性について理解を深めます。
　また、当事務所の役割や事業内容を通して、港湾整備に携わる仕事についても学び、将来の仕事を考える
きっかけにしてもらえたらと考えています。

　日　　時：令和７年６月１３日(金)　１５：１０～１６：００

　場　　所：徳島県立小松島高等学校
　　　　　　（徳島県小松島市日開野町字高須47-1）

　取材申込：取材を希望する報道関係者は、令和７年６月１１日（水）1７:００ までに
　　　　　　メールにてご連絡ください。 （アドレス：pa.skr-kmjm-i88s3@mlit.go.jp）
　　　　　　　　件名：【傍聴希望】 小松島高校出前講座
　　　　　　　　本文：氏名（ふりがな）、所属、連絡先（住所、電話番号、メールアドレス）

【問い合わせ先】　○：主な問い合わせ先
　　国土交通省　四国地方整備局　小松島港湾・空港整備事務所
　　　副    所    長　　川瀬　弘義
　　○先任建設管理官　　岡部　拓也
　　ＴＥＬ：０８８５－３２－３８５５　　ＦＡＸ：０８８５－３５－００１０
　　メール：pa.skr-kmjm-i88s3@mlit.go.jp

令 和 7 年 6 月 4 日
四 国 地 方 整 備 局
小 松 島 港 湾 ・ 空 港 整 備 事 務 所

地元高校生の皆さんが、徳島小松島港のあゆみや役割を学びます！
～ 生まれる遙か前から地元小松島にある徳島小松島港について学ぶ ～

　徳島市および小松島市にまたがる重要港湾 徳島小松島港は、100年以上の長い歴史を持ち、地域の
発展に寄与してきた歴史ある港です。
　このたび、徳島県立小松島高等学校１年生の皆さんを対象に出前講座を実施します。本講座では、
徳島小松島港のあゆみや、物流等に欠かせない港の役割について学び、その重要性について理解を深
めます。また、港湾整備に携わる仕事についても学びます。

記者発表：徳島県政記者クラブ
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